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Consumptive Desire for Mobile Phones and Electric Power:  





This paper looks into two interrelated processes staged in a rural community in West Timor, Indonesia, a 
community that has been largely left behind by development projects. One is the process of rapid spread of mobile 
phones and expansion of their use. Another is the process of development (involving many twists and turns) of 
enterprises trying to create the electric infrastructure needed to charge mobile phones, a process that has recently 
suffered a serious setback. The author describes the two processes and analyzes how villagers proactively purchase 
new products, incorporate them into their daily lives, and master the ways to use them to fit their environment, at 
the same time letting the chances of "development", chances that are right there in front of their eyes, slip by. The 
purpose of the analysis is to highlight the "electroscape", an indispensable condition expected to just be there for the 
processes of development and modernization, a condition, without which everyday lives of us, researchers, and the 
countries we come from, would not have been possible, but one which still goes unnoticed by those whose very lives 
depend on it. This analysis of a rural community in Indonesia shall help us see how consumption and the desire to 
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が，2014 年には2 千600 件（10%）まで下降している。西ティモールが属している東ヌサ・トゥンガラ
州（Nusa Tenggara Timur州，NTT州と略される）に暮らすほとんどの人にとっても，電話という通信
手段は携帯電話によって一気に身近なものになった。 近の統計によれば，NTT州全体の101万世帯で，
電話が使われているのはおよそ半分の 46 万世帯であり，このうち固定電話が利用されているのは 4 万世
帯のみである2)。 
西ティモールは，インドネシアの開発の文脈では「国内で も貧しい地域のひとつ」として紹介されて
きた地域である［Ormeling 1956, Corner 1989］。目立った資源や産業がなく，開発は国内でもきわめて
                                                          
1) 「インドネシア携帯各社，脱プリペイドに動く 」日本経済新聞（オンライン）（2016年10月5日）。 
2) 2010年国勢調査より。 




































































                                                          
4) ゲレクもまた，このような消費を「ヴァーチャルな消費」と名付けて分析している［Gerek 2000: 137］。 
5) 倉沢は，世界銀行による「1日の消費が2ドル以上」という定義はきわめて雑ではあるが，インドネシアにおいても
たしかにある程度の現実味を帯びているとし，「1日2～4ドルを消費する人たちのほぼ全部と，4～6ドルを消費する
人たちの一部」を「疑似中間層」とみなすことができると説明している［倉沢 2013: 4-5］。 
6) 食費（彼らの町での住まいには，しばしば自炊設備がない）のほか，たばこや嗜好品のビンロウの購入，携帯電話料
金の支払いなど。なおハウメニ村の場合，村を離れて出稼ぎを行うのは主に男性である。 
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「エレクトロスケイプ」は，何か特別なことがない限りは都合よく無視されているのだ7) ［Boyer 2015: 
531-532］。電気は必要で，便利で，求められて当然の「見えない」「聞こえない」存在になっており，せ
いぜい開発の文脈で「電気がない生活」が様々な不足や剥奪の指標もしくはそれらの原因とみなされる程

































































































































                                                          


























                                                          
9) Lembaga Penerbangan dan Antariksa Nasional，略称LAPAN。ジャワ島西部のボゴールにある。 




































 発電施設が完全に機能を失う少し前，2012 年 6 月に，ハウメニ村を対象にした別の電化事業が電力公
社11)によって始まった。単独の小型のソーラーパネル 1 枚と，LED ランプ 3 つからなる「ランプ・セヘ
ン」の一式が，ハウメニ村のほぼすべての世帯に設置された。「ランプ・セヘン（Lampu SEHEN）」と




プ・セヘンのLED ランプの灯りは，満充電の状態で6 時間以上，200 ルーメンの明るさで光り続けると
いうものだった。本体側面のスイッチあるいはリモコンの操作で点灯し，明るさは 3 段階（10%，50%，
100%）に調整することができた。日中に十分な発電ができない雨季でも，明度を落とせば使用時間を十
                                                          
10) 約13万円。首都ジャカルタでの現在の平均月収が，2万数千円とされている。 
11) 電力公社（Perusahan Listerik Negara，略称PLN）。 
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2013年11月30日“Iklan Sabun Mandi "Lifebuoy" Tuai Protes di NTT”（「『ライフブイ』石鹸の広
告にNTTで反発」）2017年2月1日アクセス． 
http://regional.kompas.com/read/2013/11/30/2041272/Iklan.Sabun.Mandi.Lifebuoy.Tuai.Protes.di.N
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